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平成 20年 3月期中間期及び通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 

    平成 19年５月 18日の決算発表時に公表した平成 20年３月期中間期及び通期の業

績予想を以下のとおり修正いたします。 

 

 １．単体業績予想の修正 

   (1)平成 20年 3月期中間期（平成 19年 4月 1日～平成 19年 9月 30日） 

                                                          （単位：百万円、％） 

 経常収益 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（Ａ） 19,100 700 1,100 
今回修正予想（Ｂ） 19,256 △2,368 △2,962 
増減額（B－A） 156 △3,068 △4,062 
増減率 0.8 △438.3        △369.3 
前中間期実績（平成 18年 9月期） 18,470 △1,360 △975 

 

(2)平成 20年 3月期通期（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日） 

                                                          （単位：百万円、％） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 38,700 2,000 3,000 
今回修正予想（Ｂ） 39,400 1,200 1,100 
増減額（B－A） 700 △800 △1,900 
増減率 1.8 △40.0        △63.3 
前期実績（平成 19年 3月期） 37,797 △23,350 △28,153 

 

 



  ２．連結業績予想の修正 

   (1)平成 20年 3月期中間期（平成 19年 4月 1日～平成 19年 9月 30日） 

                                                           （単位：百万円、％） 

 経常収益 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（Ａ） 21,700 750 1,150 
今回修正予想（Ｂ） 21,953 △2,034 △2,734 
増減額（B－A） 253 △2,784 △3,884 
増減率 1.2 △371.2        △337.7 
前中間期実績（平成 18年 9月期） 21,260 △1,295 △881 

   

(2)平成 20年 3月期通期（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日） 

                                                           （単位：百万円、％） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 44,000 2,100 3,100 
今回修正予想（Ｂ） 44,600 1,400 1,300 
増減額（B－A） 600 △700 △1,800 
増減率 1.4 △33.3        △58.1 
前期実績（平成 19年 3月期） 43,305 △22,142 △27,415 

   

 

  ３．業績予想修正の理由 

(1)中間期単体 

ア. コア業務純益は 3,160 百万円と予想比 260 百万円の増加となりました。こ

れは、主に資金利益が預金金利の先行引上等により 385 百万円減少したも

のの、役務等利益が支払手数料の減少等により 110 百万円増加するととも

に、経費が削減に努めた結果 515百万円減少したことによります。 

イ. 経常利益は、2,368百万円の赤字となり予想比 3,068百万円の減少となりま

した。これは主に消費者金融業者である㈱クレディアの民事再生法申請に伴

う回収不能見込額を全額処理(約 23 億円)したこと等により、信用コストが

2,886百万円増加したことと株式の減損等564百万円を処理したこと等によ

ります。 

ウ. 中間純利益は、2,962百万円の赤字となり予想比 4,062百万円の減少となり

ました。これは償却済債権の取立益が予想比 700 百万円増の 1,200 百万円

となったものの、固定資産の減損処理を 490 百万円行ったことと、繰延税

金資産をより保守的に見積った結果 1,236 百万円の取崩を行ったことなど

によります。 

 (2)通期単体 

  通期の業績見通しにつきましては、上期発生の信用コスト増加等の影響があり

ますが、下期は人件費等の経費削減などにより当期純利益を 40億円計上し、通

期の当期純利益は 11億円の黒字となる見通しであります。 



(3)中間期・通期連結 

連結業績は、銀行単体の業績修正の影響を受けたものです。 

 

 

(参考)自己資本比率について 

     期 
項目 

19年 9月末(速報ベース) 20年 3月末見通し 

自己資本比率 ６．５８% ７．３２%  
単
体 TierⅠ比率 ３．７７% ４．２６% 

連 結 ６．７４% ７．４５% 

 

 

                                                                         以上 


